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社会資本総合整備計画の事後評価について

1 計画の事後評価
公共下水道事業において社会資本整備総合交付金を活用するためには、社会資本

総合整備計画を作成し、計画期間の終了時には目標の達成状況や事業効果などを検
証した事後評価書を作成し、 公表することとなっております。

このたび、 計画期間が終了したことから、 事後評価書を作成し、 市民のみなさま
に公表するものです。

( 1 ）久喜市における公共下水道計画（第2期）
・計画期間 平成2 7年度～令和元年度
－交付金名 社会資本整備総合交付金（社会資本整備総合交付金）

(2）久喜市における防災・安全下水道計画（第2期）
・計画期間 平成3 0年度～令和2年度
－交付金名 社会資本整備総合交付金（防災・安全交付金）

2 目標の達成状況及び事業効果
( 1 ）久喜市における公共下水道計画（第2期）

①計画の成果目標
（ア）下水道整備面積率を8 2 % (H27当初）から8 5 % CR元末）に増加させる。

②成果目標の達成状況
（ア）下水道整備面積率

下水道を整備した面積1 867. 8 Cha) , ／下水道事業計画区域面積2, 194. 5 (ha)

＝下水道整備面積率85. 1 · (%) 

－平成2 7年度～令和元年度までの整備面積 : 47. 6 Cha) 

下水道整備面積率は、 目標を達成することが出来ました。 また、 事業効果につ
きましては、 公共用水域の水質保全と生活環境の向上が図られました。

③今後の方針
公衆衛生の向上や河川等の水質保全を図るため、引き続き公共下水道の整備

を行う。
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